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年代南

した中で当時

の尊敬をえる

なかった。

アフリカは，黒人の合法的な

医学生であったスティーブ・

ようになる。しかしビーコは

年ソウェートで蜂起した労

１．

運動がほとんど認められて

ビーコは黒人の解放運動の

政府の監視下にあり解放運

働運動は，黒人労働者をは

いない状況であった。こう

指導者として多くの人たち

動に直接携わることはでき

じめとした広範な解放運動

へとつなが

が南アフリカ

南アフリカ政

イトを告発す

リチャード・

の編集長ウッ

ントン扮する

る契機ともなった。このソウ

政府によって殺害された。ビ

府によって危険分子として扱

ることになったのがリベラル

アッテンボローによって描

ズ（俳優ケビン・クライン）が

ビーコに接触する。やがてウ

ェート蜂起では 名あるいは

ーコはこの運動を直接指揮

われる。このビーコの運動

な新聞の編集長であったド

かれた映画「遠い夜明け（原

アパルトヘイトの実態を暴こ

ッズは，ビーコの運動の意

名ともいわれる人々

しなかったにも関わらず，

の意義あるいはアパルトヘ

ナルド・ウッズであった。

題名 ）」は，こ

うとしてデンゼル・ワシ

義および人間性に惹かれて

いく。そうし

リカ政府は，

を調べ拷問に

決心を固め，

人右翼運動家

イギリスへの

困難にさらさ

た中でビーコは 年８月に

ビーコの死はハンガーストラ

よる虐殺であることを知る。

原稿の執筆にかかる。ウッズ

さらには裁判官までが妨害を

亡命を余儀なくされる。しか

れる。ウッズと家族は黒人活

不当逮捕され，９月には拷

イキによる衰弱であったと

ウッズはこうしてアパルト

およびその家族に対して政

行う。その結果ウッズ家族

しウッズおよびその家族は

動家，リベラル派の人たち

問の末殺害される。南アフ

発表するが，ウッズは死体

ヘイトの残虐性を告発する

府をはじめ警察，検察，白

は，生命の危険にさらされ

，亡命への過程でも大きな

の援助を受けイギリスへよ

うやく旅たつ

この映画は

づくものとし

策の撤廃を望

策は，アフリ

て孤立化して

ことができたのである。

南アフリカのアパルトヘイト

て多くの人たちに感動を与え

んだのであった。 年代か

カ諸国の独立あるいはアメリ

いった。さらに 年代に入

の実態をリアルに描いたも

たとともに，南アフリカ政

ら 年代にかけてシステム

カ合衆国での形式的な人種

ると南アフリカにとっても

のとして，さらに実話に基

府によるアパルトヘイト政

化されたアパルトヘイト政

差別政策の廃止などによっ

アパルトヘイト政策は近代
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化・資本主義的

映画が放映され

った最後の人種
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てから６年後の 年であっ

・民族差別，隔離政策は撤廃
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っていた。実際アパルトヘイ

た。こうして南アフリカで行

された。形式的に今日地球上

ト政策を撤廃したのは，

われていた地球上に残

では人種・民族差別，

隔離政策は存在

トのような極端

向がある。

今日南アフリ

はアフリ

じめとした鉱山

しかし南アフリ

しないことになっている。し

な政策は行われていないが人

カは，アフリカ地域で唯一

カ最大の約 ドルであり，

業が南アフリカに数々の産業

カの実態は，アパルトヘイト

かし現実はグローバル化の進

種・民族間の対立・差別はむ

の工業化の進展した国とな

人口も 万人の大国になり

を発展させ，今日の状況を作

政策の撤廃によって人種差別

展の中でアパルトヘイ

しろ広範に拡大する傾

っている。一人当たり

つつある。金鉱業をは

り出したのであった。

，民族差別・隔離政策

問題が解決され

治安の悪化，

る。さらにジン

問題は一層深刻

南アフリカの

鉱山における労

の実態を解明し

見から第２次世

たのではなく，むしろ人種，

感染者が人口の ％近く

バブエをはじめとした周辺諸

化している状況にある。

アパルトヘイト政策が行われ

働実態にある，ということを

ようとしたのが，佐伯尤によ

界大戦勃発まで』（新評論

民族間を含む所得格差の拡大

の 万人にも及ぶという悲

国からの移民労働者の流入な

た背景は，黒人労働者に対す

明らかにし，同時にイギリス

る渾身の大作『南アフリカ金

年）および続いて発表された

，黒人失業者の増大，

惨な事態も進行してい

どによって黒人の失業

る差別政策とりわけ金

による南アフリカ支配

鉱業史―ラント金鉱発

『南アフリカ金鉱業の

新展開― 年

『南アフリカ

鉱業史研究の集

代新鉱床探査から 年まで

金鉱業史』および『南アフリ

大成ともいうべき大作であり

』（新評論 年）である。

２．

カ金鉱業の新展開』は，佐伯

，経済史研究のあり方を示す

尤による南アフリカ金

とともに今後の経済史

研究に対しての

『南アフリカ

カ金鉱業の展開

第１部の第１章

章，金鉱業と外

フリカ人低賃金

ーバー，という

方向性をも明らかにしている

金鉱業史―ラント金鉱発見か

，第２部は金鉱業における人

は金鉱山開発と鉱業金融商会

国資本，第４章，ロスチャイ

出 ぎ労働者モノプソニーの

構成である。

。

ら第２次世界大戦勃発まで』

種差別的出 ぎ労働システム

，第２章，鉱業金融商会とグ

ルド，南ア金鉱業主と南ア戦

模索と確立，第６章，白人労

は，第１部は南アフリ

の確立となっている。

ループシステム，第３

争，第２部第５章，ア

働者とジョッブ・カラ

『南アフリカ

の発見と鉱業金

金鉱業の「労働

『南アフリカ

は図表 ，後者

らに『南アフリ

金鉱業の新展開― 年代新

融商会，第２章，新金鉱地の

帝国」の拡大，第５章，鉱業

金鉱業史』は，全文 ページ

の図表は で，いずれも豊富

カ金鉱業の新展開』では「南

鉱床探査から 年まで―』

鉱山開発金融，第３章，金鉱

金融商会の再編成，となって

，『南アフリカ金鉱業の新展

な統計資料に裏付けされた貴

アフリカ鉱業金融商会再編成

は，第１章，新金鉱地

業の新展開，第４章，

いる。

開』は ページ，前者

重な研究書である。さ

関連年表」が 年か

（ ）



佐伯

ら 年まで

研究における

佐伯によれ

尤『南アフリカ金鉱業史』新評論

作成されている。統計資料お

画期的な内容をもつものとい

ば，南アフリカの金鉱業史は

年 『南アフリカ金鉱業の新展開

よび巻末の参考文献の量な

えよう。

年から今日まで３つの

』新評論 年（岩田）

ど両著作は，近年の経済史

時期に区分することができ

るとする。

１期．

２期．

３期．

フリ

『南アフリ

展開』は第２

年ラント金鉱から第２次世界

年から 年までの時期で，

年，ニクソンショック以降

カ人労働組合の承認，賃金引

カ金鉱業史』は，この第１期

期を中心とした内容で，第３

大戦勃発まで。

年生産のピークを迎え

―「金価格」の変動，アフリカ

き上げ（『南アフリカ金鉱業の

に焦点を当てての分析であり

期に関しては今後の研究課

る。

人労働者の争議増加，ア

新展開』はしがき， ）。

，『南アフリカ金鉱業の新

題となっている。

『南アフリ

間に分かれる

１．

２．

３．

４．

『南アフリ

ている。

カ金鉱業史』は第１期を中心

としている。

年 年まで ラント金鉱

年 年まで 金鉱業の成

年 年まで 南アフリカ

年 年まで 金本位制崩

カ金鉱業史』で南アフリカ金

とした叙述となっているが，

の発見

熟した発展段階

政府，危機から脱出のため

壊による金鉱業ブーム

鉱業史を研究対象とする理由

さらにこの期は４つの期

労働過程再編

は，次の３つにあるとし

「第１に，

世紀末以降

いたった。第

放牧，果樹園

的産業構造に

パルトヘイト

威主義的労働

その生産物がそれ自体貨幣で

，金本位制にたつ世界経済の

２に，金鉱業は南アフリカ経

，穀物栽培，綿花プランテー

転形した。第３に，南アフリ

の要となったのが，金鉱業に

システムであった。」（『南ア

あるという金鉱業の特殊性か

焦点に押し出され，世界経

済の産業化・資本主義化を

ションなど農業が中心であ

カは，つい最近までアパル

おいて確立されたアフリカ

フリカ金鉱業史』 ）

らして，南アフリカは，

済に特異な地位を占めるに

促進する主導産業となり，

った南アフリカ経済を近代

トヘイトの国であった。ア

人にたいする人種差別的権

『南アフリ

第１部，「

第２部，「

る金鉱業主と

資本の担い手

『南アフリ

南アフリカ金

カ金鉱業史』は，２部から構

金鉱業の展開」は，鉱業金融

金鉱業における人種差別出

国家の労働政策の具体的展開

を，金鉱山開発主体として把

カ金鉱業史』では従来の研究

鉱業の投資を古典的帝国主義

成されている。

商会を中心とする金鉱山開発

ぎ労働システムの確立」は，

を行う。さらに本書は，鉱

握することを目的としてい

を批判・踏襲する内容となっ

期におけるイギリス資本輸

の展開を概観

アフリカ人労働者に対す

業金融商会すなわち金鉱業

る。

ている。従来の研究とは，

出の一つの形態とみる考え

方，南アフ

鉱業における

位置づけ，南

済学の立場か

フリカ金鉱業

主義論の一環

リカ戦争（いわゆるボーア戦争

アフリカ人労働者に対する人

アフリカ金鉱業における経営

らの貨幣商品＝金の価値規定

の新展開』は，経済学あるい

として分析されている。

）に対する位置づけ，とくに

種差別労働システムがアパ

形態とくにグループシステ

である。さらに『南アフリ

は経営学における産業史で

ホブソンの理論，金

ルトヘイトの原型としての

ムの性格規定，マルクス経

カ金鉱業史』および『南ア

あり，同時にイギリス帝国

（ ）



立命館経済学（第 巻・第３ ４号）

３．

南アフリカの

鉱業の新展開』

１）金「価格

南アフリカの

はロンドンにお

ドの価格の度量

金鉱業の歴史を丹念に描いた

を読んで，以下の通りの疑問

」と金「価値」との関係

「金価格」は，何を基準とし

ける「金価格」設定が南アフ

標準（必ずしも「金価値」を表

力作『南アフリカ金鉱業史』

あるいはさらなる解明すべき

て決められていたのかという

リカの「金価格」を決めてい

すものではない）が固定されて

および『南アフリカ金

課題を掲げる。

問題である。具体的に

たのか，あるいはポン

いたことが決定要因と

なっていたのか

金「価格」あ

物地代との関連

に比較されたの

『南アフリカ金

分析になってい

一般商品と同様

わち鉱産物にお

である。

るいは金「価値」を考える場

―絶対地代，差額地代，さら

か。あるいは南アフリカ産

鉱業史』では金「価値」は一

る。そこでの金「価値」はコ

な価値形成を辿るということ

いても，富鉱・貧鉱などの自

合には次の点の解明が必要で

には各国との比較が必要であ

金が世界の金「価値」を決め

般の製造業と同様な価値形成

スト＋利潤としてあらわされ

であれば，必ずしも否定でき

然的条件にかかわらず「価値

あろう。第１に，鉱産

るが，当時はどのよう

ていたのか。第２に，

が行われているような

ている。鉱産物生産も

ない内容である。すな

」は一定になる，と考

えるよりも，機

ように思われる

経るとするのは

テムが要請され

山が大規模にな

資者に限定され

要であり，それ

械の採用による「労働生産性

のである。しかし著者のよう

，限定された考え方であろう

ている。それは第１に，金鉱

ればなるほど出資額は大きく

てくる。第２に，コストの引

は黒人労働力不足を招く。第

」が価値の基準になるとする

に金「価格」は一般製造業と

。金鉱山は現実には一般製造

山の出資者を募ることによる

なり，出資者の確保が難しく

き下げは，黒人労働者の絶え

３に，金はロンドンだけでな

考え方の方が合理的な

同様な価値形成過程を

業と異なった生産シス

リスク分散である。鉱

なるとともに大規模出

ざる賃金引き下げが必

くドイツなどでの販売

も余儀なくされ

「金価値実現

（この過程で要す

べての生産過程

過程を示してい

アフリカ金生産

る必要があるの

，結果としてロンドンの地位

過程」（『南アフリカ金鉱業史』

る費用を「価値実現費用」とし

を経ての地金状態を示してい

るのであり，金の鋳造価格の

をも含めて世界各国の金生産

ではないか。

の後退を招くことになる。

）は，本来的生産過程に

ているが）であるとしている。

る。したがって「金価値実現

一部分となる。ロンドン市場

費あるいは「価値」を現して

対して追加的生産過程

しかし「金価格」はす

過程」とは金生産の一

での金「価格」は，南

はいないことを証明す

２）南アフリ

れていたとの叙

たり，補助金の

えたのであろう

３）金本位制

で金兌換を認め

カの金鉱業者のなかには生産

述があるが，なにゆえ生産が

支給があったのかどうか。あ

か。

はイギリスでは 年，アメ

ていた。したがってアメリ

費が「金価格」を超えて，す

可能なのか。金生産のほかに

るいは多少の損失が生じても

リカは 年に停止されるが

カとフランスの為替相場（金

なわち赤字生産が行わ

他の副産物生産があっ

過去の利益でまかない

，アメリカは 年ま

相場）はほとんど固定状

（ ）



佐伯

態にあった。

リスの金「価

「国際金本

尤『南アフリカ金鉱業史』新評論

ところがイギリスは金本位を

格」の相違はなぜ生じたのか

位制」という概念を著者は用

年 『南アフリカ金鉱業の新展開

停止して以降金「価格」は

。

いているが，当時の金本位制

』新評論 年（岩田）

上昇した。アメリカとイギ

はそれぞれの国民経済で

独自のシステ

ルームフィー

本位制の採用

ところが第

ステムを形成

する条件とな

て流通しえた

ムが形成されていたのであ

ルド『金本位制と国際金融』小野

は各国とも強制されたもので

２次世界大戦後の は，ア

したが，ここでは各国は半ば

っていた。ポンドを中心とし

システムとの相違となってい

り，金本位制は各国でその形

一一郎・小林龍馬訳，日本評論

はなく，世界市場に参加す

メリカ・ドルを中心とした国

強制された国際通貨システ

た金本位制システムとアメ

る。

態は異なっていた（ ブ

社， 年参照）。まして金

る条件となるものであった。

際通貨システム・決済シ

ムの採用が世界経済に参加

リカ・ドルが国際通貨とし

また「国際

はなにか。こ

を示す内容を

リカの金生産

あったのであ

４）アフリ

達していた

ールー族など

貨幣市場」（『南アフリカ金鉱

こでの貨幣市場とは「金市

意味しているのであろうか。

および輸入を継続してきたの

ろうか。

カ人労働者の賃金の上昇が一

のか（著書ではモザンビークが主

であろう）の雇用が相対的に

業史』 ）という叙述があ

場」を示すのか，「ポンド市場

さらに金本位制停止後のイ

か。それはイギリスは金本

時期あったとされるが，労

たる供給先であるとされている

少ない中で，「外国人労働者」

るが，「貨幣市場」の概念

」あるいは「資本市場」

ギリスは，なにゆえ南アフ

位制への復帰という目的が

働者はどこの植民地から調

）。南アフリカ先住民（ズ

の雇用は，後のアパルト

ヘイトにど

のような地位

アフリカにお

したのであろ

また従来南

連のミハレ

旧くはオット

のようにつながっていくのか

にあり，なにゆえ金鉱業労働

ける民族あるいは「部族」差

うか。

アフリカの金生産費が低いの

フスキー『資本主義体制と金

ー・バウエルがあった。とこ

。南アフリカの先住民（例え

者として採用されなかった

別政策は後のアパルトヘイ

は黒人労働者の低賃金にあ

問題』（ ），ボリソフ『現

ろが『南アフリカ金鉱業史

ばコイ族，サン族など）はど

のであろうか。こうした南

トにどのような影響を及ぼ

るとの研究，たとえば旧ソ

代資本主義と金』（ ），

』では必ずしも黒人労働者

の低賃金およ

に抑えること

題にしている

アフリカ人

あった。賃金

家族全員の生

郷の農村で自

び，同時に産出されるダイヤ

ができるとは論じていない。

，その理由は何か。

労働者に関する叙述では，

は定住労働者のそれより安く

活費と再生産費を支払わねば

給生活を営んでいたので，１

モンド，あるいはウラニウ

むしろジョッブ・カラーバ

「アフリカ人労働者は定住を許

できたことである。家族と

ならないであろう。しかし

人分の生活費を支払えばよ

ムによって金生産費を安価

ーによる階層差別賃金を問

されない出 ぎ労働者で

ともに定住した労働者には

出 ぎ労働者には家族が故

かった。さらに老齢や病身

で働けなくな

（同上書，

第１に，出

が存在すれ

障」を行わな

このことと外

った場合，故郷で面倒をみて

）とある。

ぎ労働者が単身賃金であっ

ば世帯賃金として保証された

いということが一般的な雇用

国人出 ぎ労働者採用の必要

もらえるので，鉱山は「社

たことをどのように明らか

のかどうか。第３に，出 ぎ

形態であり，出身の共同体

性と関連しているのか。第

会保障費」を節約できた。」

にするのか。第２に，家族

労働者に対して「社会保

に依存する状況があった。

４に，黒人労働者はどのよ

（ ）



うな階層あるい

と長期契約とあ

実質的に形骸化

立命館経済学

は職種であったのか。年齢は

るがどちらに比重があったの

される過程（ 年以降）は

（第 巻・第３ ４号）

どのようであったのか。また

か。第６に，ジョッブカラー

，丹念に叙述されているが，

雇用形態は，短期契約

バーの成立過程および

（同上書， ）また白

人の有色人種に

分示唆されてい

いたのであろう

５）中国人労

き上げを抑制し

などの費用は誰

あろうか。

対する優位性確保・職階制の

るが，ズールー族社会あるい

か。

働者が最大時３万人以上いた

たとあるが（同上書， ），

が負担したのか。また契約期

維持が「アパルトヘイト」へ

はその他の民族・部族との関

とされる。また中国人労働者

中国人労働者をどのようにし

間が終わった中国人労働者は

の道であったことが十

連はどのようになって

は黒人労働者の賃金引

て調達したのか，渡航

本国に送還されたので

６）ロンドン

本」概念との関

７）金鉱業者

金に依存したの

資家あるいは金

８）南アフリ

「帝国主義戦争

づけてはなぜい

・シティの「投資家」は，単

係があるのか。マーチャント

は，取得した利潤を再投資し

か。金鉱業者の再生産はどの

融資本からの自立性はどのよ

カ戦争の意味は，佐伯は「帝

」として位置づけなければな

けないのか。イギリスとブ

なる「投資家」なのか，ある

バンカーとの関連はどのよう

たのか，それとも投資はすべ

ようにされたのか。金鉱業者

うに確保したのであろうか

国主義戦争」として捉えよう

らないのか。資本（企業）間

ール（ボーア）人の戦争は，イ

いはいわゆる「金融資

になっているのか。

て「投資家」からの資

は，ロンドンなどの投

としている。なにゆえ

の主権争いとして位置

ギリスによる侵略戦争

あるいは略奪戦

「種々の南ア

が，イギリスが

あったことを明

めの帝国主義戦

イギリス・ポ

在していること

争として位置づけることは可

戦争原因論を吟味するととも

世界経済を支配するために経

らかにする」（同上書，

争が南アフリカ戦争の本質で

ンドを国際通貨として流通さ

と必ずしも一致しない。当時

能であろうか。

に，マルクスとトラピドによ

済的機軸であった金本位制維

）。要するに佐伯はイギリスの

あると捉えているのである。

せることは，シティーが国際

のイギリスは，世界の工場と

って南ア戦争の主原因

持のための金の確保に

金本位制を維持するた

金融の中心地として存

して位置していたこと

がポンドを国際

（貿易収支）赤字

場に信用創造す

めに金本位制の

金融システムの

いう限りにおい

９）「スター

通貨として流通させること

を補う資本収支の黒字があっ

るメカニズムがポンドの国際

維持があった。南アフリカで

維持のためであったといえよ

ては，イギリスによる帝国主

リング・ポンドがドルに対し

を可能にした。さらにイギリ

た。すなわちイギリスがポン

通貨化であり，同時にポンド

生産された金を確保すること

う。したがって南ア戦争は，

義戦争と位置づけることもで

て減価をきたすが金のドル価

スは慢性的な国際収支

ドを機軸にして世界市

の価値下落を避けるた

は，ポンド主体の国際

ポンドシステム維持と

きよう。

格とポンド価格には格

差が生じた。

ポンドに換算さ

関係は，ポンド

に実現されたポ

格」と金「固定

）「金本位

年７月…生産された金はド

れることより多い収入をも

の外国為替相場の下落を意味

ンド価格の差が金プレミア

価格」の差を示すことになる

制時代の金平価は，オンス当

ル価格で売られた。金のドル

たらした」（同上書， ）。こ

するのであろうか。また金の

ムであり，同時に金「価格」

のであろうか。

たり シリング ペンスであ

価格は不変であったが，

こでのドルとポンドの

標準ポンド価格と実際

あるいは金の「市場価

った」（同上書， ）

（ ）



佐伯

という叙述

ポンドと各

「金平価」と

尤『南アフリカ金鉱業史』新評論

がある。「金平価」は各国の価

国通貨の「価格の度量基準」

いう表現は適切ではないので

年 『南アフリカ金鉱業の新展開

格の度量基準の直接比較であ

を媒介にしてあらわされてい

はないか。

』新評論 年（岩田）

り，当時の「金平価」は

た。したがってここでの

）「営業

て大戦末期に

とあるが，具

たことは赤字

のか。

）『南ア

になってい

」コスト（同上書， ）の

は，金鉱山会社の半分が利

体的にはどのようなことを意

経営を余儀なくされたことで

フリカ金鉱業史』は，鉱業金

る（同上書， 以下）。鉱業金

叙述があるが，「営業」の意

潤をあげて操業できなくなっ

味するのか，すなわち「利

あり，鉱山企業はどのよう

融商会は南アフリカ固有の経

融商会の実権は，誰が握って

味は何か。また，「こうし

ていった」（同上書， ）

潤をあげて」できなくなっ

な方向性を辿ることになる

営形態であるという分析

いたのか，株主あるいは

経営者なので

なリスクを回

鉱山開発資金

者の資本参加

したのであろ

場で金が取引

「南ア金鉱

を最小にして

あろうか。鉱業金融商会は，

避するためか，あるいは特殊

が巨額なために，投資家と経

を狙いとして，一般投資家に

うか。最終的にはパリ，ロン

されなかったのはなぜか。

業におけるグループシステム

利潤の極大化をはかる資本と

鉱山と切り離して所有する

な雇用形態（黒人労働者雇用

営を分離したのであろうか

は無縁であったとしている

ドンの金融業者がコントロ

とは，鉱業金融商会が金鉱地

技術者の希少な南アフリカ

というのは鉱山の持つ特有

）を維持するためか。また

。パリとロンドンは金融業

が，何故一般投資家を忌避

ールしていたのか，パリ市

独占を基礎に生産コスト

に適合的な経営方式であっ

た」（同上書

地域での生産

有と経営の分

離をおいてい

金鉱業主は

資本として機

性格を有する

， ）とあるが，なにゆえ

・経営には適用されなかった

離と同時に一体化しているこ

ることを示すのか。

単なる鉱業資本家か，金融商

能していたのか。また出資者

資本なのであろうか。

南アフリカに適合的であった

のか。あるいは金生産に特

とか，パリ・ロンドンなど

会として示されているよう

はマーチャントバンカーな

のか，他のアフリカ諸国

有な「経営方式」とは，所

の金融投資家から一定の距

に持ち株会社であり，鉱業

のか，あるいはどのような

）南アフ

リカ に

同時に国民通

そ金本位制維

イギリスへの

たということ

金との交換約

リカ金鉱山の支配は，イギリ

代表されるように，金生産な

貨を国際通貨として流通させ

持の目的であり，世界市場進

金集中を阻止するという目的

であろう。とりわけ第２次世

束によって可能でもあった。

ス，フランス，ドイツそし

らびに金を確保することに

ることを可能にする。すな

出の基礎であった。また各

があり，ロンドンの国際金

界大戦後のアメリカ・ドル

その交換の基礎が安定的に

て第１次世界大戦後のアメ

よって金本位制を維持し，

わち国民通貨価値の安定こ

国の南アフリカへの出資は，

融集中を避ける意味があっ

の世界市場支配は，ドルと

供給される南アフリカ産金

であった。

）『南ア

と，株式投資

も拡大した

１オンス＝

はどのような

フリカ金鉱業の新展開』では

と並んで借入資本投資，利潤

（同書， ）としている。

ドルに固定されていながら，

要因によっているのか。金鉱

年代の水準を上回る巨額

の再投資も高水準であった

第２次世界大戦後の 体制

南アフリカは金生産の飛躍

山の利潤あるいは利潤率は

の資本投資が行われたこ

こと，また旧鉱山への投資

のもとでは金「価格」は

的な生産拡大が行われたの

増大したのか。また金融商

（ ）



会の崩壊過程

は新鉱の開発も

第２次世界大

立命館経済学

（ロンドンシティーの地位低下）

活発化したのであるが，ウラ

戦後の南アフリカ金生産は，

（第 巻・第３ ４号）

が株式投資に向かったのであ

ニウム生産との結合関係はあ

高品位鉱への移行が顕著であ

ろうか。南アフリカで

ったのか。

ったが，同時に鉱脈は

深くなり，洪水

生産量の増大

）。この期の

か。さらにアパ

） 年８

「価値」が低い

すなわち南アフ

の危険性も増してきている。

によってコストを上回る利潤

生産は技術的な進歩があり，

ルトヘイトとの関連はどのよ

月まで１オンス＝ ドルとい

金「価格」を支えていたのか

リカ産金が低い金「価格」を

したがってそれだけコストも

の取得が可能であった，と

また労働者の賃金は低く抑え

うになっていたのであろうか

う金「価格」は固定されてい

，あるいは金「価格」それ自

維持できる状況を形成したの

上昇したであろうが，

されている（同上書，

られていたのであろう

。

たが，南アフリカの金

体が特殊であったのか。

か。もちろんアメリカ

は金「価格」を

ではないが。

） 年８

停止した。金は

は，「金価格」

こうした「金価

大は，ロンドン

ている。この間

固定することがドルを国際通

月アメリカの （いわゆる

国際通貨システムから排除さ

の上昇をもたらしている。今

格」の上昇は，南アフリカ金

を中心とした金融商会の活動

の事情はどのようになってい

貨として流通する基礎となっ

ニクソンショック）によってド

れるような状況となった。さ

日では 年以前の 倍以上

鉱業にどのような影響を及ぼ

すなわちアンバンドリングへ

るか。 年代に入ってアパ

たことを否定するもの

ルと金との交換約束は

らに金・ドル交換停止

の価格になっている。

したのか。金生産の拡

の変更を余儀なくされ

ルトヘイトが廃止され，

黒人の政権（マ

また黒人労働者

金生産に関し

うになっている

知しているので

）南アフリ

いる。そのなか

ンデラ政権）が誕生した。こ

の労働形態，賃金などは変わ

ては生産形態・技術革新が進

のか。今日の南アフリカ経済

あるが。

カの公用語は あることに示

で黒人が過酷なアパルトヘイ

のことは金生産にどのような

ったのか。

行しているが，南アフリカ金

は，金生産の比重が相対的に

されるように少数民族を含め

トを受けていたのであるが，

影響を及ぼしたのか，

生産への影響はどのよ

低下していることは周

た多民族国家となって

黒人間での差別政策も

講じられていた

が他の少数民族

は，アパルトヘ

ような役割を果

もちろん ，

るが，私も含め

。それは具体的にはどのよう

との関係はどのようであった

イト政策の中でどのような位

たしたのか。

の問題は，『南アフリカ金

て読者がもっとも知りたいと

であったか。金鉱労働者はズ

か。さらに出 ぎなどで移住

置にあったのか，またアパル

鉱業史』『南アフリカ金鉱業の

思われる問題であろう。

ールー族中心であった

してきたインド人など

トヘイトの解消にどの

新展開』の範囲外であ

本稿は『南ア

産業史の専門家

た。したがって

フリカ金鉱業史』『南アフリ

の眼ではなく，国際経済論を

本稿で提起した問題は，佐伯

４．

カ金鉱業の新展開』という２

専攻する者の眼から眺めた感

の意図あるいは論理とは必ず

冊の研究書を経済史・

想および疑問点であっ

しも一致しない面もあ

（ ）



佐伯

り，いわゆる

とは異なった

であり，長い

尤『南アフリカ金鉱業史』新評論

的はずれの議論も多々あろう

膨大な統計，文献を基礎に展

間の研究の蓄積を感じさせる

年 『南アフリカ金鉱業の新展開

。しかし公平に見て佐伯の

開されており，それだけ重

ものとなっている。とくに

』新評論 年（岩田）

著書は，これまでの研究書

厚で，より専門的な研究書

両著書では，南アフリカ金

鉱業史をはじ

になろう。

佐伯は「黒

黒人労働者の

など，本書

る」（『南アフ

コングロマリ

めて展開したという学術的な

人労働者の労働実態，黒人労

ストライキ，イギリス経済と

が対象とした期間の問題とし

リカ金鉱業の新展開』 ）。

ット化，本社の専業化すなわ

価値も高く，今後も貴重な

働者による労働組合の結成

スターリング地域にたいし

て当然に研究すべき事柄が手

また 年代から 年代に

ちアンバンドリング化，ア

研究として評価されること

と闘い， 年と 年の

て南ア新産金がもった意義

付かずのままになってい

かけての鉱業金融商会の

パルトヘイト廃止以降の南

アフリカ経済

最も知りたい

者の生活，労

になったのか

的安定」を確

南アフリカ金

に供されるこ

などの研究は，今後の課題と

と思われるものである。とく

働実態にどのような影響を及

，さらに 年にサッカーの

立しえたのかである。佐伯の

鉱業，経済および黒人労働者

とを大いに期待したい。

している。佐伯の残された

にアパルトヘイト政策がな

ぼしたのか，なにゆえ急速

ワールドカップを開催する

時期区分に従えば，第３期

問題の分析が速やかに進み

テーマは，今日われわれが

にゆえ廃止され，黒人労働

な経済発展の道を辿ること

までの経済的実績と「政治

以降すなわち 年以降の

，多くの研究者そして読者

（追記） 本

史』をめぐっ

報告された。

ご意見を受け

はいうまでも

佐伯尤は，

稿は 年９月 日横浜６大学

て」をもとに執筆したものである

佐伯教授は私の報告に対して率直

てのものであり，また他の出席者

ない。

現在関東学院大学経済学部教授。

「世界経済部会」での岩田の報告

。当日は佐伯教授からも本書の

な疑問や問題点を提起された。

からの発言も参考にしているが

「佐伯尤『南アフリカ金鉱業

概要，執筆意図および課題が

したがって本稿は佐伯教授の

，執筆の責任は私にあること

（ ）


